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	応用
	抗原情報
	背景
	MAIT（粘膜関連インバリアントT細胞）リンパ球は、主に腸管にみられるT細胞の小さな集団です。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、微生物由来のビタミンBの代謝物をMAITに提示する抗原提示分子です。この提示によりMAITが活性化され、腸管内の特定の細菌の量が調節される可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっており、同じ染色体上の約36 kbp上流に偽遺伝子が検出されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MR1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	MR1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MR1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による MR1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

